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研究概要
持続可能な地熱発電に資する新技術の一つとして、高温の深部岩盤に人工の地熱貯留槽となる亀裂を造成し、そこ

に流体を注入し流動させることで蒸気を生産し発電を行う貯留槽造成 EGS という地熱発電技術が近年注目を集めてい

る。この貯留槽造成 EGS の実施時には、地熱貯留槽（亀裂）内で熱、流体、力学、化学に関する様々な現象間の相

互作用（連成現象）が生じ、その影響により時々刻々と亀裂の構造・透水性が変わると共に蒸気生産量も変動するこ

とが想定される。しかし、この蒸気生産量の時間変動を長期間精度よく予測する手法は未だ確立されておらず、持続

可能な地熱発電の実現は世界的にも難航している。

本研究では、地熱貯留槽（亀裂）内で生じる連成現象とそれが亀裂に与える影響を正確に予測するため、コンピュー

タ上で “ 亀裂 ” という不連続領域を精密に表現可能な不連続体解析手法を基盤とした、他に類を見ない革新的連成数

値シミュレータを開発する。これにより、地熱発電実施時の亀裂造成からその後の長期間にわたる亀裂の透水性変化

まで正確にシミュレート可能とし、蒸気生産量の長期変動に対する高精度予測評価の実現を目指す。
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